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略
解
題
菅
原
道
真
を
祭
神
と
す
る
天
満
宮
で
は
、
天
神
信
仰
の
隆
盛
に
伴
い
、
そ
の
祭
神
で
あ
る
菅
原
道
真
の
生
涯
を
描
く
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
が
制
作
さ
れ
、
多
数
の
諸
本
が
伝
存
す
る
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
八
幡
神
に
化
現
し
た
応
神
天
皇
を
祭
神
と
す
る
諸
八
幡
宮
に
残
さ
れ
た
八
幡
縁
起
絵
巻
の
伝
本
も
、
そ
れ
に
匹
敵
し
よ
う
。
特
に
防
長
地
方
に
多
数
の
八
幡
縁
起
絵
巻
が
伝
来
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
臼
杵
華
臣
氏
が
報
告
さ
れ
（「
防
長
の
八
幡
縁
起
絵
巻
に
つ
い
て
」、
『
神
道
大
系
月
報
89
安
芸
・
周
防
・
長
門
国
』、
平
成
元
年
）、
本
号
で
紹
介
す
る
山
口
市
秋あい
穂お
に
鎮
座
す
る
正
八
幡
宮
に
伝
来
す
る
絵
巻
も
、
臼
杵
氏
が
報
告
さ
れ
た
内
の
一
本
で
あ
る
。
な
お
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
本
号
に
は
そ
の
上
巻
を
収
め
、
次
号
に
下
巻
を
収
め
る
こ
と
と
し
た
。
秋
穂
正
八
幡
宮
本
は
、
奥
書
か
ら
文
明
十
七
（
一
四
八
五
）
年
に
源
重
兼
が
大
願
主
と
な
り
、
挿
絵
の
筆
者
を
佐
伯
重
成
、
詞
書
の
筆
者
を
承
盛
と
し
て
制
作
さ
れ
た
事
が
知
ら
れ
、
挿
絵
を
描
い
た
佐
伯
重
成
は
、
同
宮
に
所
蔵
さ
れ
る
能
面
の
作
者
、
秋
穂
大
夫
重
成
と
同
一
人
物
だ
と
み
ら
れ
て
い
る
。
臼
杵
氏
は
、
能
面
師
で
あ
る
佐
伯
重
成
が
挿
絵
を
描
い
て
い
る
点
に
触
れ
、「
こ
の
よ
う
に
手
近
な
人
々
に
よ
っ
て
書
写
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
防
長
に
お
け
る
縁
起
絵
の
普
及
を
容
易
に
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
防
長
地
方
に
お
け
る
縁
起
絵
巻
の
伝
播
の
状
況
を
推
定
さ
れ
て
お
り
、
縁
起
絵
巻
の
制
作
に
、
能
面
師
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
在
地
に
お
け
る
絵
巻
制
作
の
事
情
の
一
端
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
さ
て
、
正
八
幡
宮
は
、
社
伝
に
よ
る
と
、
弘
仁
五
（
八
一
四
）
年
に
異
敵
降
伏
の
鎮
護
の
た
め
、
宇
佐
八
幡
宮
か
ら
、
ま
ず
二
島
古
宮
の
地
に
勧
請
さ
れ
た
後
、
文
亀
元
（
一
五
〇
一
）
年
に
大
内
義
興
に
よ
り
、
現
在
地
の
久
米
に
遷
座
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
社
伝
で
は
、
秋
穂
の
海
中
に
は
雌
雄
の
小
島
が
あ
り
、
こ
の
小
島
が
神
功
皇
后
伝
承
で
語
ら
れ
る
、
異
国
と
戦
闘
し
た
際
に
竜
宮
か
ら
借
り
受
け
た
干
珠
・
満
珠
の
二
珠
を
示
す
も
の
と
伝
え
、
そ
の
故
に
当
地
を
二
島
と
称
し
、
宇
佐
八
幡
宮
を
勧
請
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
神
功
皇
后
伝
承
の
故
地
に
八
幡
縁
起
絵
巻
が
現
存
す
る
こ
と
は
、
八
幡
縁
起
絵
巻
の
伝
播
の
状
況
を
考
え
る
上
で
も
示
唆
に
富
む
。
秋
穂
正
八
幡
宮
本
は
紙
本
着
色
の
絵
巻
上
下
二
巻
（
上
巻
、
一
九
二
九
・
六
糎
、
下
巻
、
一
九
五
四
・
二
糎
）
で
、
漢
字
平
仮
名
交
り
文
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
五
月
三
一
日
に
旧
秋
穂
町
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
三
月
三
一
日
に
補
修
修
理
が
完
了
し
、
表
紙
（
上
巻
、
縦
三
〇
・
〇
糎
、
横
三
三
・
六
糎
、
下
巻
、
縦
三
〇
・
〇
糎
、
横
三
三
・
〇
糎
）
及
び
、
「
愚
童
訓
」
と
題
さ
れ
た
冒
頭
一
紙
七
行
分
は
後
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
本
書
は
そ
の
冒
頭
部
を
欠
く
。
さ
て
、
秋
穂
正
八
幡
宮
本
の
特
徴
は
、
そ
の
よ
う
に
八
幡
縁
起
絵
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巻
の
冒
頭
に
『
八
幡
愚
童
訓
』
甲
本
の
一
部
を
付
載
し
て
、
塵
輪
襲
来
の
場
面
を
描
く
点
に
あ
る
。
同
じ
く
冒
頭
に
『
八
幡
愚
童
訓
』
を
付
載
す
る
伝
本
と
し
て
は
、
他
に
山
口
県
美
祢
市
綾
木
八
幡
宮
所
蔵
の
永
禄
四
（
一
五
六
一
）
年
奥
書
の
縁
起
絵
巻
が
あ
り
、
秋
穂
正
八
幡
宮
本
に
欠
け
て
い
る
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
冒
頭
部
分
は
、
綾
木
八
幡
宮
本
で
補
う
こ
と
が
出
来
る
。
本
書
上
巻
影
印
末
尾
に
、
参
考
図
一
、
二
と
し
て
、
そ
れ
を
掲
げ
て
お
く
。
秋
穂
正
八
幡
宮
本
と
綾
木
八
幡
宮
本
は
、『
八
幡
愚
童
訓
』
部
分
に
は
細
か
な
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
が
、
八
幡
縁
起
絵
巻
部
分
は
、
詞
書
や
挿
絵
の
構
成
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
直
接
的
な
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
秋
穂
正
八
幡
宮
本
や
綾
木
八
幡
宮
本
以
外
に
も
、
八
幡
縁
起
絵
巻
の
冒
頭
に
『
八
幡
愚
童
訓
』
を
付
し
た
絵
巻
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
秋
穂
正
八
幡
宮
本
は
、
甲
類
系
統
に
属
す
る
絵
巻
だ
が
、
乙
類
系
統
の
特
徴
で
あ
る
塵
輪
襲
来
場
面
を
、『
八
幡
愚
童
訓
』
に
拠
っ
て
描
き
、
縁
起
絵
巻
の
甲
類
系
統
か
ら
乙
類
系
統
へ
の
展
開
を
考
察
す
る
上
で
も
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
一
本
で
あ
る
。
な
お
、
秋
穂
正
八
幡
宮
本
が
有
し
て
い
る
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
本
文
の
考
察
や
縁
起
絵
巻
乙
類
系
統
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
述
べ
た
い
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
改
行
及
び
、
表
記
は
原
本
通
り
と
し
、
秋
穂
正
八
幡
宮
本
「
愚
童
訓
」
の
判
読
が
不
能
な
部
分
は
、
綾
木
八
幡
宮
本
で
補
い
、
補
っ
た
部
分
を
〔
〕
で
示
し
た
。
ま
た
、
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
の
判
読
が
不
能
な
部
分
は
□
で
示
し
た
。
濁
点
や
句
読
点
等
は
施
さ
ず
、
用
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
本
文
中
の
挿
絵
の
入
る
箇
所
は
、
図
一
以
下
の
形
で
示
し
た
。
付
記
本
書
の
影
印
、
翻
刻
を
許
可
さ
れ
た
、
山
口
市
秋
穂
正
八
幡
宮
の
藤
家
伸
之
宮
司
並
び
に
、
参
考
図
の
綾
木
八
幡
宮
本
写
真
掲
載
を
許
可
さ
れ
た
美
祢
市
綾
木
八
幡
宮
の
平
賀
寿
人
宮
司
及
び
、
美
祢
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
、
長
登
銅
山
文
化
交
流
館
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。
小
稿
は
、
平
成
24
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
B
並
び
に
、
同
佛
教
大
学
特
別
研
究
費
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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秋
穂
正
八
幡
宮
本
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
上
巻
）翻
刻
愚
童
訓
三
千
世
界
中
央
一
四
天
下
の
南
辺
劫
初
皆
化
生
に
て
寿
命
長
遠
也
世
間
即
無
為
に
し
て
荘
厳
自
然
也
光
明
身
に
在
て
無
尽
夜
発
行
心
に
在
て
虚
空
に
遊
ぶ
尽
為
人
中
に
宛
も
如
天
上
愛
欲
既
催
し
て
地
肥
を
食
せ
ん
が
故
に
六
根
労
力
し
て
障
多
く
果
報
漸
衰
て
糠
米
も
尽
し
故
に
五
穀
貧
し
て
諍
い
滋
し
依
之
王
を
立
て
仰
徳
化
万
機
の
仁
民
と
成
て
備
農
作六
分
一
最
初
の
皇
帝
を
大
三
摩
多
と
号
す
其
よ
り
以
来
金
銀
銅
鉄
の
以
其
宮
に
入
〔
へ
し
と
そ
被
定
金
銀
銅
鉄
之
〕
輪
王
次
世
出
東
西
南
北
之
億
兆
普
風
扉
吏
記
天
無
二
日
地
無
二
王
聖
主
之
鷹
運
も
止
天
竺
を
五
に
わ
か
ち
十
六
の
大
国
五
百
之
中
国
十
千
之
小
国
粟
散
遙
土
出
来
帝
王
各
御
座
此
中
に
新
羅
百
済
高
麗
国
之
王
臣
は
貪
慾
心
に
不
足
飽
盗
身
に
不
絶
余
日
本
我
朝
を
打
捕
と
て
責
寄
〔
こ
と
数
箇
度
也
夫
秋
〕
津
島
は
五
畿
七
道
〔
悉
行
雲
行
雨
之
為
〕
神
壇
一
人
万
民
皆
天
神
地
神
之
御
子
孫
な
り
大
梵
天
王
之
縁
御
を
去
中
華
異
域
の
相
接
を
離
た
り
三
韓
者
此
土
に
雖
帰
吾
朝
は
未
他
国
属
三
千
座
の
神
祇
百
王
守
護
の
並
権
扉
大
小
乗
之
仏
法
衆
生
与
楽
の
伝
教
跡
神
明
権
護
不
怠
仏
陀
真
助
無
止
神
国
を
傾
誰
仏
家
を
滅
さ
む
異
敵
襲
来
を
算
れ
は
人
王
第
九
開
化
天
皇
四
十
八
年
に
廿
万
三
千
人
也
仲
哀
〔
天
皇
御
守
に
廿
〕
万
三
千
人
神
功
皇
后
の
御
代
に
卅
万
八
〔
千
五
百
人
応
神
〕
天
皇
の
御
時
廿
五
万
人
欽
明
天
皇
の
御
宇
に
卅
四
万
余
人
敏
達
天
皇
の
御
代
に
は
播
磨
国
明
石
浦
ま
て
着
に
け
り
推
古
天
皇
八
年
に
四
十
三
万
人
天
智
天
皇
元
年
に
二
万
三
千
人
桓
武
天
皇
六
年
に
四
十
万
人
也
文
永
弘
安
の
御
宇
に
至
迄
以
上
十
一
箇
度
と
い
へ
と
も
皆
追
帰
さ
る
多
は
滅
亡
せ
り
其
中
に
仲
哀
天
皇
の
御
時
は
異
国
よ
り
責
寄
と
て
先
塵
輪
と
い
ふ
も
の
形
如
鬼
神
身
の
色
は
赤
頭
は
〔
八
に
〕
し
て
黒
雲
に
乗
し
て
虚
空
を
飛
て
日
本
〔
に
着
人
民
〕
を
取
殺
遠
去
〔
て
〕
是
を
射
は
弓
箭
折
近
寄
は
心
迷
て
身
を
滅
す
人
種
既
尽
な
む
と
す
時
に
帝
王
此
事
不
便
也
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自
御
幸
し
て
十
善
の
力
に
て
塵
輪
を
降
伏
し
給
は
ん
と
思
食
后
の
宮
に
暇
を
乞
御
名
残
を
惜
て
疾
し
て
帰
参
へ
し
そ
れ
ま
て
は
御
待
あ
れ
と
そ
誘
へ
申
さ
せ
給
け
る
后
の
申
給
ひ
し
は
心
う
や
け
に
女
人
の
思
ふ
程
は
男
子
は
思
食
ぬ
に
や
片
時
も
離
ま
い
ら
せ
て
有
へ
し
と
こ
そ
思
は
ね
た
と
ひ
敵
陣
に
入
給
と
も
一
の
箭
に
は
先
立
可
中
物
を
と
て
出
立
伴
な
ひ
給
へ
は
御
志
の
深
は
う
れ
し
く
思
食
せ
と
も
習
は
ぬ
旅
の
道
す
か
ら
御
い
た
は
し
さ
は
無
限
此
后
と
申
は
第
十
五
代
の
帝
王
後
に
は
神
明
と
顕
て
聖
母
大
菩
薩
と
申
は
此
后
の
御
事
也
御
門
は
五
万
人
之
軍
兵
前
後
に
た
な
ひ
き
給
て
長
門
国
豊
浦
郡
に
着
給
ふ
安
陪
の
高
丸
同
介
丸
に
惣
門
を
巍
固
さ
せ
て
塵
輪
来
は
急
告
申
へ
し
人
臣
の
力
に
て
討
事
あ
る
へ
か
ら
す
と
被
思
召
け
り
彼
二
人
弓
箭
を
帯
て
門
の
両
方
を
守
護
す
る
に
第
六
日
に
当
て
黒
雲
忽
に
聳
て
塵
輪
か
目
を
瞋
か
し
弓
箭
を
持
来
け
れ
は
高
丸
武
内
大
臣
を
以
て
此
由
を
奏
聞
す
る
に
御
門
自
御
弓
を
取
箭
掛
て
吉
引
射
さ
せ
給
へ
は
塵
輪
か
頚
射
切
て
頭
と
身
二
に
成
て
墜
に
け
り
図
一
塵
輪
か
失
ぬ
る
は
悦
な
り
と
い
へ
と
も
何
と
か
し
た
り
け
む
流
矢
進
て
御
門
に
立
た
り
し
か
は
玉
体
に
有
患
宝
算
も
限
り
と
成
給
ふ
御
心
微
く
思
食
け
れ
は
后
の
御
手
を
取
胸
の
う
ゑ
に
お
か
せ
玉
ひ
て
生
者
必
滅
の
な
ら
ひ
老
少
上
下
を
不
嫌
今
を
最
後
と
奉
見
悲
よ
み
ち
の
虚
為
何
只
な
ら
ぬ
御
事
に
な
り
て
も
三
月
と
や
ら
む
覚
れ
は
弥
心
苦
し
け
れ
と
も
此
胎
給
ふ
は
皇
子
な
る
へ
し
相
構
異
国
を
討
随
へ
て
皇
子
を
位
に
即
国
土
を
可
治
給
御
涙
次
〔
あ
〕
へ
す
そ
申
給
け
る
其
時
皇
后
は
落
涙
を
押
へ
つ
ゝ
異
国
の
事
は
御
心
安
思
召
へ
し
と
は
か
り
に
て
臥
沈
み
給
ふ
御
有
様
外
の
袂
も
難
堪
そ
覚
け
る
蛾
皇
女
英
二
人
の
后
虞
舜
に
送
進
て
歎
給
ひ
け
む
も
是
に
は
過
給
は
し
三
箇
日
と
申
せ
し
二
月
六
日
御
門
遂
崩
御
有
し
か
は
一
天
早
闇
成
三
光
既
如
無
皇
后
御
歎
も
世
の
理
に
過
た
り
貴
賤
の
悲
も
常
篇
に
超
た
り
然
間
皇
后
御
物
狂
ひ
の
気
出
来
武
内
の
大
臣
御
簾
半
巻
上
て
何
事
に
て
御
座
に
や
と
申
さ
る
れ
は
我
は
五
十
38
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川
の
辺
に
す
む
天
照
大
神
也
三
韓
已
に
十
万
八
千
艘
の
船
を
出
し
立
て
数
万
の
軍
兵
只
今
来
ら
む
と
す
此
地
に
不
着
先
に
急
異
国
に
向
給
へ
し
と
そ
仰
け
る
武
内
は
一
の
験
を
見
せ
給
へ
と
も
申
さ
る
ゝ
御
詞
の
お
は
ら
ぬ
先
に
光
を
放
て
十
方
を
照
し
宣
く
一
の
針
を
海
に
入
よ
三
尺
の
鮎
食
付
て
の
ほ
る
へ
し
御
髪
を
河
に
入
給
は
ゝ
水
神
の
女
竜
神
の
女
二
人
来
て
御
髪
を
二
に
分
へ
し
榊
の
枝
に
大
鈴
を
つ
け
て
山
の
嶺
に
の
ほ
り
て
朝
庭
の
神
達
を
驚
申
給
ふ
は
其
瑞
忽
可
顕
と
て
御
心
本
に
複
し
給
ひ
け
り
神
詫
に
任
せ
針
を
海
に
入
玉
へ
は
三
尺
の
鮎
二
食
付
て
あ
か
る
御
髪
を
河
に
浸
せ
は
水
神
竜
神
二
人
の
童
女
参
て
御
髪
を
二
に
わ
く
此
竜
神
の
女
は
厳
島
の
大
明
神
水
神
の
女
は
宗
像
の
大
明
神
と
後
に
は
現
給
ふ
四
王
寺
山
に
御
幸
榊
の
枝
に
大
鈴
を
付
御
手
に
捧
て
立
給
ふ
事
六
日
ま
て
に
な
れ
と
も
無
験
六
日
の
間
遂
に
供
御
も
不
進
立
と
を
し
給
へ
は
付
給
へ
る
御
妹
の
二
人
は
一
人
は
宝
満
大
菩
薩
と
現
し
一
人
は
河
上
大
明
神
と
成
給
ふ
此
二
人
の
御
妹
の
申
給
は
く
さ
の
み
は
何
か
楽
く
て
御
座
へ
き
只
な
ら
さ
る
御
身
な
り
と
も
諫
留
給
と
も
更
御
身
を
た
は
ゝ
す
し
て
御
祈
精
二
心
な
か
り
け
る
さ
れ
は
四
天
王
来
下
し
て
石
体
と
成
敵
国
降
服
の
た
の
み
を
増
給
ひ
し
か
は
是
を
四
王
寺
山
と
名
付
し
第
七
日
に
は
虚
空
に
光
明
充
満
て
光
明
即
虚
空
蔵
菩
薩
と
な
り
虚
空
蔵
菩
薩
又
俗
体
と
な
り
給
ふ
其
形
は
翁
仙
人
の
こ
と
く
也
此
俗
の
申
て
宣
く
我
は
是
地
神
第
五
の
彦
波
の
尊
也
師
に
は
大
将
軍
を
先
と
す
我
子
月
神
と
い
ふ
は
強
心
武
し
是
を
可
進
隣
敵
を
責
給
へ
と
て
月
神
や
あ
る
と
召
し
か
は
月
神
空
よ
り
出
給
ふ
御
冠
に
赤
衣
を
め
し
胡
録
を
負
鏑
矢
二
に
御
弓
を
取
具
持
給
て
前
に
御
座
此
彦
波
の
尊
住
吉
大
明
神
の
御
事
也
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
夫
我
朝
秋
津
島
豊
葦
原
中
津
国
昔
天
神
七
代
地
神
五
代
已
上
十
二
代
者
皆
神
御
代
也
彼
地
神
第
五
神
彦
波
武
鸕
草
葺
不
合
尊
御
子
神
武
天
子
申
は
人
代
始
也
彼
帝
よ
り
以
来
人
王
十
六
代
御
末
応
神
天
王
と
申
は
今
の
八
幡
大
菩
薩
御
事
也
御
父
仲
哀
天
王
の
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御
宇
二
年
癸
酉
新
羅
国
よ
り
夷
敵
の
軍
兵
き
お
ひ
来
り
て
日
本
を
う
ち
と
ら
む
と
す
天
皇
き
ち
よ
く
し
て
の
玉
は
く
皇
后
の
宮
懐
妊
の
王
子
若
男
子
た
ら
は
竜
王
の
聟
に
な
る
へ
し
若
女
子
な
ら
は
竜
王
の
き
さ
き
と
云
云
然
に
仲
哀
天
王
九
年
庚
辰
二
月
六
日
於
筑
紫
橿
日
宮
程
な
く
ほ
ふ
き
よ
畢
其
後
神
功
皇
后
新
羅
百
済
高
麗
を
う
ち
し
た
か
へ
ん
か
た
め
鎮
西
へ
お
も
む
き
給
ひ
し
時
ら
せ
ゐ
門
を
出
さ
せ
玉
ふ
と
て
祈
精
せ
ら
れ
け
る
は
願
は
天
道
我
に
力
を
そ
へ
て
彼
異
国
の
敵
を
亡
し
て
我
国
を
安
穏
な
ら
し
め
給
へ
と
申
給
ひ
し
か
は
い
つ
く
よ
り
と
も
な
く
白
髪
の
老
翁
一
人
出
来
れ
り
皇
后
問
て
の
玉
は
く
い
か
な
る
老
人
な
る
ら
ん
老
人
答
て
云
唐
新
羅
百
済
国
を
う
ち
し
た
か
へ
ん
と
て
お
ほ
し
召
立
せ
給
ふ
翁
也
御
供
申
て
御
力
に
な
り
奉
ら
む
と
て
参
り
て
候
也
と
申
す
時
皇
后
御
心
中
に
思
召
様
彼
老
人
の
て
ひ
さ
し
も
我
力
に
な
る
へ
覚
へ
す
と
思
召
な
か
ら
若
へ
ん
け
の
物
に
て
も
や
あ
る
覧
と
て
召
供
し
て
鎮
西
へ
下
ら
せ
給
ふ
御
誓
願
御
歌
に
心
た
に
ま
こ
と
の
み
ち
に
入
人
は
い
の
ら
す
と
て
も
神
や
ま
ほ
ら
ん
図
二
備
前
の
と
ま
り
に
着
せ
給
ひ
し
時
た
か
さ
十
丈
は
か
り
な
る
牛
出
来
て
彼
皇
后
の
乗
せ
給
ひ
た
る
御
船
を
そ
む
さ
ん
と
す
る
時
此
老
人
彼
牛
の
角
を
取
て
海
の
な
か
へ
な
け
入
給
ふ
に
よ
つ
て
此
泊
を
牛
ま
ろ
は
し
と
書
て
牛
ま
と
ゝ
申
也
此
牛
島
と
成
て
今
に
海
中
に
侍
り
夫
よ
り
し
て
皇
后
こ
の
老
人
弥
々
憑
敷
も
の
と
思
召
て
近
く
召
寄
て
何
事
も
委
敷
仰
合
れ
け
り
図
三
其
後
門
司
の
関
よ
り
上
大
江
か
崎
と
申
泊
に
着
せ
給
ひ
し
と
き
塩
悉
に
干
あ
か
り
て
船
通
ふ
へ
き
に
非
す
其
時
に
此
翁
彼
船
を
と
も
を
只
一
人
し
て
真
中
へ
皆
押
出
し
け
り
此
時
皇
后
弥
頼
敷
事
に
思
召
け
り
豊
40
前
国
ふ
な
き
山
の
木
を
き
り
て
宇
佐
の
郡
に
て
船
四
十
八
艘
作
て
則
志
か
の
島
に
て
船
に
乗
る
兵
一
千
三
百
七
十
五
人
な
り
大
将
軍
に
は
住
吉
高
良
の
大
臣
也
梶
取
は
鹿
島
大
明
神
也
其
時
皇
后
夷
国
へ
渡
給
ふ
程
に
あ
し
や
の
津
に
着
せ
給
ふ
時
彼
泊
に
て
弓
箭
を
と
り
出
し
て
射
侍
け
る
を
御
覧
す
れ
は
行
末
も
は
て
も
な
き
岩
の
崎
十
丈
は
か
り
さ
き
出
た
る
を
ひ
き
と
り
て
射
た
り
け
れ
は
物
と
も
な
く
射
と
を
し
て
け
り
皇
后
是
を
御
覧
し
て
い
と
ゝ
御
心
ま
さ
り
に
お
ほ
し
め
し
け
り
図
四
其
後
か
す
ひ
の
は
ま
と
申
所
に
着
給
ひ
皇
后
老
人
に
仰
ら
る
ゝ
様
新
羅
百
済
国
へ
渡
着
て
も
彼
夷
敵
共
を
は
い
か
ゝ
し
て
か
う
ち
し
た
か
ふ
へ
き
と
も
覚
す
と
仰
ら
れ
け
る
と
き
老
人
申
様
是
よ
り
西
に
志
か
の
島
と
申
所
候
彼
島
に
あ
ん
と
む
の
磯
童
と
申
者
あ
り
此
童
を
め
し
て
竜
宮
城
に
遣
し
て
旱
珠
満
珠
と
申
二
の
玉
を
借
し
め
給
へ
此
二
の
玉
た
に
も
候
は
ゝ
此
国
を
討
し
た
か
へ
ま
し
ま
さ
む
事
い
と
安
き
事
に
候
と
申
其
時
皇
后
仰
ら
れ
け
る
は
件
の
童
を
は
い
か
ゝ
し
て
召
へ
き
そ
と
仰
ら
れ
し
と
き
老
人
申
さ
く
件
の
童
せ
い
な
う
と
申
舞
を
殊
に
愛
し
侍
也
此
舞
を
は
又
な
ら
ま
い
と
も
申
也
其
後
彼
舞
を
は
誰
人
か
舞
へ
き
や
と
仰
有
け
れ
は
海
中
に
舞
台
を
構
へ
て
此
老
人
彼
舞
を
ま
ひ
す
ま
し
て
け
り
其
舞
台
石
と
成
て
海
中
に
今
に
あ
り
し
か
の
あ
ま
の
釣
す
と
灯
す
い
さ
り
火
の
ほ
の
は
君
を
み
る
よ
し
も
か
な
図
五
其
後
あ
ん
と
む
の
磯
童
此
舞
を
あ
い
せ
む
と
て
船
に
乗
て
舞
台
近
く
出
来
る
皇
后
老
人
に
仰
有
け
る
は
件
玉
の
事
童
に
申
へ
き
由
仰
ら
れ
け
れ
は
老
人
童
に
申
て
云
く
汝
し
ら
す
や
日
本
国
王
本
意
を
と
け
ん
か
た
め
に
新
羅
百
済
へ
わ
た
ら
せ
給
ふ
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日
本
中
に
居
な
か
ら
国
王
の
仰
を
は
い
か
て
か
背
き
奉
る
へ
き
早
御
力
に
成
て
彼
国
の
者
と
も
を
う
ち
し
た
か
へ
て
ま
い
ら
せ
よ
と
申
給
け
れ
は
此
童
い
か
に
も
宣
旨
を
は
背
奉
る
へ
き
と
申
て
竜
宮
城
に
行
て
竜
神
に
件
の
よ
し
を
申
て
此
玉
を
か
り
得
奉
り
次
の
日
早
旦
に
帰
り
て
皇
后
の
御
前
へ
持
参
仕
け
り
其
時
皇
后
御
感
不
斜
于
時
皇
后
暫
く
対
馬
の
国
に
立
寄
給
彼
所
に
し
ろ
き
方
な
る
石
あ
り
皇
后
大
菩
薩
懐
妊
し
奉
り
し
に
此
石
に
御
腹
を
ひ
や
し
て
若
胎
内
の
太
子
日
本
の
主
し
と
な
り
さ
ら
は
今
一
月
不
可
生
と
こ
し
ら
へ
給
ひ
き
御
き
も
ん
に
は
此
石
を
我
体
と
思
ふ
へ
し
と
云
々
御
腹
の
内
に
ま
し
ま
す
王
子
に
仰
ら
れ
け
る
は
我
異
国
を
う
ち
し
た
か
へ
ん
か
為
に
是
ま
て
わ
た
れ
り
汝
必
帰
朝
の
の
ち
に
生
給
へ
と
て
裳
の
裾
に
石
を
つ
ゝ
み
て
御
腰
に
は
さ
ま
せ
給
て
あ
り
し
は
此
石
の
事
也
彼
故
に
御
誕
生
な
か
り
き
皇
后
た
ち
ま
ち
に
男
の
姿
と
な
ら
せ
給
て
百
済
国
へ
渡
給
ひ
け
り
御
方
の
御
船
四
十
八
そ
ふ
船
に
乗
軍
兵
一
千
三
百
七
十
五
人
也
異
国
の
兵
船
十
万
八
千
艘
軍
兵
四
十
九
万
六
千
余
人
也
彼
国
の
国
王
大
臣
て
う
ろ
う
し
て
云
日
本
は
か
し
こ
き
国
な
り
何
そ
女
人
を
大
将
軍
と
す
る
や
則
彼
国
の
軍
兵
と
も
雲
霞
の
こ
と
く
責
来
て
皇
后
の
御
方
う
ち
と
り
奉
ら
ん
と
す
其
時
旱
珠
を
海
中
へ
入
給
ひ
し
か
は
大
海
忽
に
干
あ
か
り
て
平
〳
〵
と
し
て
陸
路
の
こ
と
く
か
わ
き
け
り
彼
国
の
者
と
も
悉
く
歓
て
皇
后
を
討
奉
ら
ん
と
て
塩
干
に
付
て
お
い
か
ゝ
り
し
時
干
珠
を
と
り
あ
け
て
満
珠
を
く
た
し
給
ひ
し
か
は
浪
蓬
莱
の
こ
と
く
立
来
て
大
海
も
と
の
こ
と
く
み
ち
し
か
は
異
国
の
お
ん
て
き
と
も
皆
悉
く
塩
水
に
た
ゝ
よ
ひ
て
一
人
も
残
ら
す
死
失
畢
あ
る
縁
記
に
は
肥
前
国
佐
賀
郡
に
ま
し
ま
す
河
上
の
宮
に
彼
二
玉
は
お
さ
ま
る
長
さ
五
寸
は
か
り
頭
は
二
寸
は
か
り
也
尾
は
ち
い
さ
き
玉
也
仍
皇
后
本
意
悉
く
い
て
き
の
軍
兵
を
う
ち
亡
し
給
ふ
彼
国
を
し
た
か
へ
て
仰
ら
れ
け
る
は
我
他
国
に
て
既
幾
計
の
人
を
こ
ろ
し
給
ふ
定
て
殺
生
の
名
を
挙
ん
事
42
よ
し
な
し
と
思
食
て
御
歎
有
し
か
は
二
の
竜
王
海
中
よ
り
出
現
し
て
件
の
死
人
を
一
人
も
の
こ
さ
す
く
い
う
し
な
ひ
畢
仍
殺
生
の
な
け
き
思
食
け
る
ゆ
へ
に
放
生
会
を
行
ひ
給
ふ
而
に
今
の
放
生
会
は
異
国
の
死
人
の
き
や
う
や
う
の
た
め
也
其
時
彼
国
の
大
王
誓
を
た
て
ゝ
云
我
等
日
本
国
の
犬
と
な
り
て
彼
国
守
護
せ
む
全
く
懈
怠
あ
る
へ
か
ら
す
若
敵
心
あ
ら
は
天
道
の
責
を
蒙
と
云
云
爰
皇
后
石
の
上
に
新
羅
国
の
大
王
は
日
本
国
の
犬
な
り
と
書
付
給
ふ
日
本
の
軍
兵
帰
て
後
国
の
恥
な
り
と
て
此
石
の
文
を
け
す
る
に
い
よ
〳
〵
あ
さ
や
か
に
な
り
く
す
り
を
ぬ
り
て
焼
と
も
か
な
は
す
し
て
今
に
文
あ
り
と
云
々
図
六
文
明
十
七
年
三
月
廿
日
秋
穂
庄
二
島
八
幡
宮
御
宝
前
所
奉
籠
之
両
巻
縁
記
旨
趣
勝
他
志
所
抽
無
二
懇
念
也
願
者
当
社
之
御
威
不
空
而
源
重
兼
現
当
二
世
令
所
願
成
就
給
然
者
余
薫
施
万
邦
国
家
保
内
民
屋
悉
為
厚
恵
而
已
仍
心
中
自
在
求
願
満
足
大
願
主
源
重
兼
所
写
画
図
筆
者
佐
伯
重
成
筆
者
承
盛
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